
原発被害者
集団訴訟第２陣

2016年3月31日(木)

千葉地方裁判所・新館６階６０１号法廷

当日のスケジュール

～線引きNO，避難の権利を認めさせよう～

傍聴に来てください。
私たちの声を聴いてください。

10:30~
第一回

口頭弁論
期日

原発被害救済千葉県弁護団
千葉市中央区中央３-４-８コーノスビル5階 藤井・滝沢綜合法律事務所内〒260-0013

TEL:043-222-1831 FAX:043-222-1832 原発被害救済千葉県弁護団 検索【弁護団HP】

１０：００　　千葉地方裁判所１階ロビー集合
　　　　　　　　  ※傍聴席の抽選が行われる予定です。

１０：３０　　集団訴訟第２陣弁論＠千葉地裁６０１号法廷

１１：３０頃　報告集会＠弁護士会館４階大会議室１

千葉地方裁判所の場所



  今回の裁判のみどころは？
１　今回は，千葉で初めての，区域外避難者のみを対象とした集団訴訟の第１回目です。

２　原告の方が，法廷において，政府の一方的な線引きにより翻弄された方々の原発事故への想い，避難者として認め

られない苦悩，避難生活の苦しさ等被害の実態をお話しします。

３　当弁護団弁護士が，法廷において，この裁判の目的，原告の方々が被告国や被告東京電力に求めている内容等につ

いてお話します。

この裁判の目的は？
裁判所に以下の内容を認めさせ，原告の方々が完全かつ早期の賠償を受けることです。

•本件原発事故を引き起こした被告国及び被告東京電力による法的責任があること

•避難者を区域内・区域外と線引きすること自体がおかしいこと

•今回の原発事故で避難された方々には等しく避難する権利が認められること

そのうえで，原告の方々の健康面や生活面に対する支援体制の確立を促し，その痛みを国民一人一人が分かち合い，再

びこのような悲惨な原発事故による被害や苦痛を生むことのないよう司法による救済を求めます。

この裁判に参加している人（原告）はどのような方なの？
福島市，いわき市，南相馬市原町区から千葉県へ避難された合計６世帯２０名の方々です。

この裁判に参加している皆さんは，いろいろな事情の方がいます。当時妊娠中だった方，成長期のお子様のいるご家庭，

ガイガーカウンターを購入して自宅周辺の放射線量を測定して避難を決めた方，屋内退避命令を受けて避難をしたもの

の，その後緊急時避難準備区域の指定を解除された方・・・。望んで避難をしたわけではありません。皆さん，政府や

東京電力の発表に翻弄され，見えない放射能に苦悩しながら，苦渋の決断をして，住み慣れた場所から避難してきたの

です。

原発被害者集団訴訟第２陣って？
原発被害者集団訴訟第２陣とは，区域外避難者のみを対象とした集団訴訟です。

区域外避難者とは，政府が避難指示を出している区域（警戒区域・計画的避難区域など）の外の地域から避難した方々

のことです。現在，東京電力から賠償を受けられるかどうかの基準として，区域内であるかどうかによって扱いが違っ

てしまっています。

しかしながら，そもそも事故当時，放射性物質は時々刻々と拡散し，これに伴って，政府による避難指示は場当たり

的に変遷していきました。そのため，住民は避難指示の有無にかかわらず避難行動をとる人も多くいました。ところが，

その後，政府による避難区域の設定により，「区域内避難者」と「区域外避難者」に選別されてしまいました。区域外

避難者とされる方々は，区域内の避難者と同じ行動をしながら，政府が行った線引きによって，賠償を受けられなく

なるなどの不利益を受けているのです。

政府は年間２０ミリシーベルト以上の地域を避難区域に設定していますが，この基準自体が何ら安全性を保証する数

字ではありません。また，放射線は，性別や年齢で受ける影響が異なるにもかかわらず，一律に線引きをしています。

さらに，ホットスポットと呼ばれる，局地的に放射線量の高い場所が存在するなどしています。放射線量が下がった

として避難指示が解除された地域も，本当に放射線による影響の不安をぬぐうことはできません。また，一度避難指

示が出た地域は，避難指示が解除されたからと言って元のコミュニティーが回復する保証はありません。

このように，区域外避難者とされる方々も，区域内の避難者と同じような避難を余儀なくされているにもかかわらず，

政府の不合理な線引きにより，翻弄されてしまっているのです。

なお，先行している原発被害者集団訴訟は，福島県から千葉県内等へ避難した１８世帯４７名の方々を原告とし，現在，

千葉地方裁判所にて，審理されています。


